
 

 

 

 

 

 

算数ノートの話 

前回
ぜんかい

の「学
まな

びだより２号
ごう

」に、授業
じゅぎょう

では自分
じ ぶ ん

の素直
す な お

な「気
き

づき」や「問
と

い」を大切
たいせつ

にしてほしいと

記
しる

しました。「正
ただ

しい考え方・答え」だけしか言
い

ったり書
か

いたりしてはいけないなら、授業
じゅぎょう

はただの

答
こた

え合
あ

わせ大会
たいかい

になってしまいます。それでは、「みんな」で学
まな

ぶ必要
ひつよう

はないですよね。授業
じゅぎょう

では、

思
おも

ったこと、感
かん

じたこと、考
かんが

えたことなど何
なん

でも出
だ

していってほしいです。 

それはノートでも同
おな

じです。思
おも

ったこと、感
かん

じたこと、考
かんが

えたことなど「気
き

づき」や「問
と

い」をど

んどん書
か

いてほしいと思
おも

っています。とくに算数
さんすう

ノートで大切
たいせつ

にしてほしいことはこの２つです。 

算数
さんすう

ノートは問題
もんだい

についての自分
じ ぶ ん

の考
かんが

えを書
か

くものです。だから、漢字
か ん じ

ノートみたいに「まとま

っている」「すっきりしている」よりも「自分
じ ぶ ん

の考
かんが

えの途中
とちゅう

が見
み

える」「自分
じ ぶ ん

の考
かんが

えを伝
つた

えようとし

ている」ことが大切
たいせつ

です。だから自由
じ ゆ う

に問題
もんだい

を図
ず

や絵
え

で表
あらわ

したり、思
おも

ったこと考
かんが

えたことを付
つ

け加
くわ

えたりしていってください。世界
せ か い

に１つだけの自分
じ ぶ ん

らしいノートを書
か

いていきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

聴き合える仲間になるために 

信太
し の だ

小学校
しょうがっこう

では、「気
き

づき」や「問
と

い」を生
う

み出
だ

しながら授業
じゅぎょう

（お話
はなし

の流
なが

れ）を創
つく

っていくこと

に全学級
ぜんがっきゅう

で取
と

り組
く

んでいます。そのためには、仲間
な か ま

の「気
き

づき」や「問
と

い」を聴
き

くことが大切
たいせつ

になり

ます。仲間
な か ま

の話
はなし

をよく聴
き

く⇒考
かんが

える⇒自分
じ ぶ ん

の考
かんが

えを話
はな

す⇒また聴
き

く…そうやって授業
じゅぎょう

（お話
はなし

の流
なが

れ）を創
つく

っていってほしいのです。 

そこで「聴
き

き合
あ

える仲間
な か ま

になるために」という聴
き

き方
かた

・話
はな

し方
かた

のステップ表
ひょう

をつくりました。この

表
ひょう

には、話
はなし

を聴
き

く時
とき

に大切
たいせつ

にしてほしいことが書
か

かれています。また、「聴
き

き合
あ

う」ためには話
はな

す人
ひと

がいますから、話
はな

す時
とき

に大切
たいせつ

にしてほしいことも表
ひょう

にしました。 

話
はなし

を「きく」という漢字
か ん じ

には「聞
き

く」「聴
き

く」「訊
き

く」の 3 つがあり、それぞれの漢字
か ん じ

に意味
い み

があ

ります。紙面
し め ん

に限
かぎ

りがあるので、意味
い み

については担任
たんにん

の先生
せんせい

に訊
き

いてみてください。ちなみに、この

表
ひょう

には「聴
き

く」と「訊
き

く」がありますね。大切
たいせつ

にしてほしい２つの「きく」です。 

  

さて、いくつかの学年
がくねん

で「話題
わ だ い

に合
あ

っているか考
かんが

えながら聴
き

く(ステップ 8)」について質問
しつもん

があり

ました。例
たと

えば、4年生
ねんせい

社会科
しゃかいか

の時間
じ か ん

に資料
しりょう

を見
み

ながら下
した

のようなお話
はなし

になったとします。 

 

 

  

 

 

話題
わ だ い

に合
あ

っていない   がどれか分
わ

かりますよね。「あれ？お話
はなし

の流
なが

れが変
か

わったな。」と考
かんが

え

ながら聴
き

けると、かなりレベルの高
たか

い聴
き

き方
かた

です。そして「たしかにそれも言
い

えるんだけど、お話
はなし

を

もどすと、リサイクル品
ひん

も…」と仲間
な か ま

の考
かんが

えをつなぎながら話題
わ だ い

を調整
ちょうせい

して話
はな

せるとなお良
よ

いです。 

あなたのクラスでは、どのステップを目標にしていますか？ 

あなた自身は、どのステップを意識して学習していますか？ 
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～「気づき・問い」を生み出す・進んで対話する・自分の考えを豊かに表現する～ 

和泉市立信太小学校 
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 令和５年６月２９日  

第３号 

「お話の流れ」がある授業 

①自分
じ ぶ ん

の頭
あたま

の中
なか

が見
み

えるノートにする（ノートとしゃべろう） 

②考
かんが

えの途中
とちゅう

を書
か

く（考
かんが

え終
お

わったことを書
か

くだけではなく、考
かんが

えながら書
か

く） 

和泉市の人口は

どんどん増えて

いるね。 

たしかに！ 

それなのに、 

ゴミの量は減っ

ていってるよ。 

そうそう！ 

なんでなんやろ？ 

ふつうさ、人口が増え

たらゴミ増えるやん。 

もしかしたらリ

サイクルする人

が増えたんじゃ

ない。 

2012 年のゴミの

量は 7万トンで

す。めっちゃ多く

てびっくり！ 

 

この表が景色になら

ないように、意識 

しつづけよう！ 

自分の書いた図が何を表しているのか、なぜそういう図や数字に

なるかを短い言葉で書けています。考えながら書けています。 

頭の中にある「気づき」や「問い」

を表しているのがよいです。 

頭の中が見えるノートです。 

図に式や言葉が付け加えられて

いて、わかりやすいです。 

まちがいを

けさずに、

のこせてい

ます。 


